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Ⅰ.建設部会の運営方針

建設部会 部会長 長崎 均
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Ⅱ.建設部会の平成29年活動報告

（注）建設部会運営規則及び運営要領を改定（平成27年10月）

１.幹事会の組織構成

２.幹事会の体制

３.建設部会の活動内容

４.講演会・見学会（テーマ・講師）

５.建設部門の全国連携活動

６.技術士の活用促進活動
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１. 幹事会の組織構成

部会長
副部会長

幹事会
幹事長
副幹事長
幹事（25名）
参与（5名）

企画委員会

広報委員会

研修委員会

地域本部
（建設部会員）

全国大会交流

情報交換

（注）建設部会運営規則及び運営要領を改定（平成27年10月）
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２. 幹事会の体制
氏 名 備 考

理事 高木 茂知 日本技術士会 会長

理事 中川 裕康 日本技術士会 副会長
制度検討委員会 委員長

理事 廣澤 遵 広報委員会 副委員長

監事 宮下 紀代則

部会長 長崎 均 制度検討委員会

副部会長 徳川 和彦 企画委員会、制度検討委員会

幹事長 増野 正男

副幹事長 柴野 正一 広報委員会

副幹事長 新屋 浩明 総務委員会

幹 事 25名

参 与 5名
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３. 建設部会の活動内容

3.1 幹事会
メンバー構成：コンサル60％、ゼネコン20％、

官公庁10％、個人10％

理事会・部会長会議・本部委員会・部会委員会等の報告

及び審議と意見交換、原則1回/月開催

3.2 本部委員会における活動
常設７委員会（倫理、総務、企画、研修、広報、社会、国

際）、7実行委員会（ＣＰＤ支援、修習技術者支援、青年

技術士交流会、防災支援、科学技術振興支援、日韓技

術士交流、海外活動支援）などに参加し活動
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3.3 建設部会における委員会活動
■企画委員会：理事会、部会長会議等における審

議事項並びに建設部会の企画に関する事項

■広報委員会：建設部会ＨＰへの掲載・管理、月刊技

術士、同報メール等広報に係る事項

■研修委員会：技術士ＣＰＤとして、1回/月程度の講

演会または現場研修会を開催

【平成29年の実績および計画】

●講演会： 8 回

●現場研修会： 3 回
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４.講演会・見学会（テーマ・講師）

月 会 テーマ 内容 講師（敬称略） 参加

平成29年 (人)

1 講演 景観
海岸防護にかかる景観設計
の可能性～別府港海岸にお
ける試み～

齋藤 潮
東京工業大学 環境・社
会理工学院教授

24

2 講演 地下構造
最新の技術をまとった地下鉄
東西線建設～技術課題とそ
の対策～

森 研一郎 仙台市 交通局次長 38

4 講演 情報 最近の気象情報サービスとは 安部 大介
（株）ウェザーニュース
取締役運営最高責任者

57

5 現場研修
交通
(鉄道)

建設技術総合センター施設見
学

―
鉄建建設(株)
建設技術総合センター
研修センター

17

6 講演 維持管理
構造物の戦略的なメンテナン
ス

高木 千太郎
(一財)首都高速道路技術
センター 上席研究員

56
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月 会 テーマ 内容 講師（敬称略）
参
加

7 現場研修 科学
水素情報館東京スイソミル
見学

与安 光晴
日立ｵｰﾄﾓﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑｽﾞﾒ
ｼﾞｬﾒﾝﾄ(株)
経営企画部 部長

22

8 現場研修 治水
八ッ場ダム建設工事現場見
学 （本体打設工事、施工設
備等）

―
関東地方整備局
八ッ場ダム工事事務所

36

9 講演 維持管理 PCコンクリートの維持管理 岡田 繁之
極東興和㈱
営業本部 補修部 部長

36

10 講演 交通

交通ビックデータ等の新技
術を活用した都市のコンパ
クト化に向けた取り組みの
考え方

新階 寛恭
国土交通省 国土技術
政策総合研究所 都市
施設研究室 室長

63

11 講演 維持管理 CIMのガイドラインについて 影山 輝彰
（一社）日本建設情報総
合センター 研究開発部
主任研究員

42

12 講演 一般
第2世代のアセットマネジメン
ト：ISO055001は何をもたらす
か？

小林 潔司
次期土木学会長
京都大学経営管理大学
院 教授

(60)
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講演会・現場研修会の事例

講演会（最新の気象情報サービスとは） （4月）

講演会（PC橋の点検診断技術の最前線）（10月）
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水素情報館東京スイソミル館（7月）

八ッ場ダム建設工事現場（8月）



5.建設部門の全国連携活動

5.1  全国関係者意見交換会
■関東甲信地域県支部代表者との意見交換会を開催（9/27）

 出席県支部：長野県支部、群馬県支部、栃木県支部、埼玉

県支部、茨城県支部、千葉県支部、神奈川県支部

 CPD活動での連携、継続的開催を確認
■ 地域８建設部会と意見交換会を開催（10/20：全国大会）
 活動内容等の情報を共有
 今後も継続的開催を確認

5.2  部会報告活動
■全国大会（山口）において「H29建設部会活動報告」を配布
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議事次第

開会挨拶 建設部会 長崎部会長

Ⅰ．技術士を取り巻く状況について 徳川副部会長

Ⅱ．建設部会運営方針 長崎部会長

Ⅲ．建設部会活動報告（平成28年度） 増野幹事長

Ⅳ．地域本部活動報告（各４分×８本部） 各地域代表

Ⅴ．部会と地域との連携について 徳川副部会長

Ⅵ．技術士制度検討委員会の状況報告 中川副会長

閉会挨拶 中国本部 森山部会長
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第44回技術士全国大会(山口）建設部会交流会

平成29年10月20日



13

第44回 技術士全国大会（山口）
建設部会交流会

平成29年10月20日
於 山口県政資料館



6.技術士の活用促進活動
6.1 国土交通省との意見交換会の実施

 建設部門の最大の顧客である国土交通省との情報共有と技
術士資格の活用促進を目的として、平成25年より意見交換
会を開催。

 第4回意見交換会をH29.1に開催

 「建設部会活動状況」「文科省技術士分科会の動向」「技
術士資格の活用」について協議。

6.2 部会長会議などで本部への要望
 国交省における登録民間資格の活用等の動向を踏まえ、

技術士資格の活用や更新制度についての検討を要望。

 他部門とも連携した活動に繋げていきたい。

14



15

建設部会の活動に
是非ご参加ください


